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             国際的な発言を強めるブラジルと BRICs 間の連携                         

                                                                                                         

                                      経済調査部 上席研究員 松井 謙一郎  
 

 
ブラジルは、BRICs の中では民族紛争が無い事や民主政治が定着している点では優位

だが、成長率の低さ・国内市場の規模などの点で相対的な注目度は低かったと言える。

このような中で、グローバル金融危機以降の経済的な安定やオリンピック開催決定など

を背景に、最近改めて同国への注目度が増している。このような同国の国際的なプレゼ

ンス増加の背景には、ブラジルが取り組んできた BRICs との連携強化の蓄積が大きな

梃子となってきたと言える。 
BRICs との連携強化は、現在のルーラ政権が 2003 年の就任以降重点的に推進してき

た外交政策だが、特に中国との連携強化が注目されてきた。中国の資源・食糧需要の増

大を背景に中国との貿易量は急増し、2008 年には中国はアルゼンチンを抜いて、米国

に次ぐ第 2 の貿易相手国となった。このように近年の両国間の貿易拡大の中で協力関係

が強化されてきた。ルーラ大統領は昨年 5 月に中国を訪問した際、国際金融問題・気候

変動問題・エネルギー食糧問題等の国際社会の重要な問題に対応するための、両国政府

の緊密な連携と共同行動計画の制定の合意を発表するなど、より幅広く緊密な形での協

力関係を模索している。 
 
（図表 1） 
ブラジルの主要取引国との貿易量の推移 （輸出入合計、単位:百万ドル） 
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（出所）IMF の DTS(Direction of Trade Statistics)のデータベースより作成 
 

貿易量が圧倒的に多い中国だけでなく、インド・ロシアとの連携強化も着実に進めら

れてきた。 
インドとの間では、経済・政治の両面で連携強化が図られてきた。2006 年の両国の

首脳会談では両国間の貿易額を 2010 年までに 4 倍に増やす事が合意された。インドと

の協力の大きな柱として位置付けられてきたのがバイオエタノールである。インドはバ
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イオエタノールの原料であるサトウキビの有数の生産国であるが、燃料技術の移転や農

業生産性の向上の形でブラジルがインドを支援していく事が想定されている。また両国

は、2005 年に安全保障理事会入りを目指す G4 のグループを日本・ドイツと共に結成し

た。更に、ブラジルとインドは南アフリカを加えた 3 か国で 2006 年に IBSA(India, Brazil, 
South Africa)を結成した。IBSA は新興国の代表的な民主主義国家として国連安保理の常

任理事国入りを目指すと共に、航空宇宙産業での 3 か国それぞれの強みを生かした協力

を打ち出すなど、経済面でも連携を強めてきた。IBSA 諸国の国連安保理の常任理事国

入りは実現していないが、3 か国間の貿易額は着実に増加するなど、堅実に成果を挙げ

てきた。 
一方でロシアとの連携においては、2004 年のプーチン大統領のブラジル訪問以降は、

米国への牽制の意味もあって軍事面での協力を連携の重点に位置付け、2008 年には軍

事協力のための包括的な協定が結ばれている。並行して、両国の貿易額も急速に拡大し

て貿易額の合計ではロシアはインドを上回るまでに増加しており、このような中で自国

通貨による貿易決済促進が協議されている。 
 
（図表 2）ブラジルの BRICs・南アフリカとの貿易量の推移 （輸出入合計、単位:百万ドル） 

相手国 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
輸出 中国 2,520 4,533 5,440 6,834 8,400 10,749 16,403

インド 654 553 652 1,137 937 958 1,102
ロシア 1,252 1,500 1,658 2,917 3,443 3,741 4,653
(南アフリカ) 478 733 1,036 1,369 1,459 1,758 1,755

輸入 中国 1,710 2,362 4,081 5,889 8,788 13,880 26,603
インド 631 535 612 1,323 1,621 2,381 4,577
ロシア 470 611 889 794 1,037 1,880 4,372
(南アフリカ) 200 222 295 376 478 575 1,051  

（出所）IMF の DTS(Direction of Trade Statistics)のデータベースより作成 
 
このように、ブラジルにとって BRICs との連携強化は、国際的なプレゼンス拡大の

ための戦略上の柱になってきたと言える。しかしながら、BRICs の中でも中国の動きに

専ら注目が集まる中で、ブラジルのこのような動きは、ごく最近までは余り注目されな

かったとも言えよう。中国の周小川総裁が昨年 4 月の G20 を前に SDR の幅広い活用提

案を行った事が広く注目を集めたが、その後 6 月にロシアで開催された BRICs 諸国の

首脳会議（いわゆる BRICs サミット）では、ブラジルも IMF が発行する SDR 建て債券

の購入を表明した。中国の提案に呼応する形でブラジルも準備資産の運用多様化とドル

離れの動きを見せたものだが、BRICs として中国の提案に追従したという形で一般的に

は捉えられているように思われる。 
最近は注目度が急速に高まる中で、ブラジルは BRICs の牽引役の立場に回って国際

的な発言力を強める動きを見せてきている。同国は急激なレアル高に歯止めをかけるた

めに昨年 10 月下旬に投資資金の流入に 2%の課税を行う事を発表した。同国は、これを

レアル高への対応という個別国の措置として捉えるのではなく、今後 G20 などの場で

も国際資本移動取引への課税の問題を取り上げていくとしている。最近は、ロシアやア

ジア諸国などでも資金流入への規制措置検討の動きが相次いでいるが、ブラジルがこの

ような新興国の動きを先導したものと言える。一方で、昨年 11 月のルーラ大統領のイ

ランの核開発の権利を認める発言や中東和平への関与の意欲の表明に対しては、米国か

らだけでなく国内からも問題視する意見が相次いだ。 
このように、同国は今後も新興国のリーダーを目指す模索を続けていくであろうが、
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その道程は必ずしも平坦なものではなく、失敗した場合のリスクも同国のプレゼンスの

増加に比例してより大きいものになっていくであろう。 
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